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Schrock教授、Copéret教授とともに研究発表を行った四名の学生。
左から、西村章さん、馬場克明さん、Schrock 教授、Copéret教授、高橋祐輔さん、棚橋宏将さん。

Schrock 教授の講演の様子

１．はじめに

　2013 年 7月中旬に開催された「オレフィンメタ

セシス反応および関連化学国際会議」への参加に合

わせて来日された2005年ノーベル化学賞受賞科学

者であるRichard R. Schrock教授とRobert Grubbs

教授がそれぞれ大阪大学を訪問する機会に、基礎工

学研究科、ならびに、工学研究科の化学系学生を交

えて研究発表会を企画した。本企画は、ノーベル賞

を受賞された先生方の講演を聞く絶好の機会である

とともに、参加して発表する学生にとってはノーベ

ル賞受賞者の目の前で日々の研究成果を発表すると

いう、またとない機会となった。二日間に分けて行

った本研究交流会では、化学系の博士後期課程の学

生の中から選ばれた八名の学生が研究発表を行い、

ノーベル賞受賞科学者と研究討議を行った。

２．研究交流会

　本研究交流会は、Schrock教授、Grubbs教授そ

れぞれが本学を訪問する日程に合わせて、二日間に

分けて開催した。第一回は7月 12日に豊中キャン

パス国際交流棟シグマホールにて、Schrock教授、

また、同じ分野で活発に研究を行っているCopéret

教授もお招きして研究交流会を行った。それぞれの

先生方には1時間、じっくりと研究内容をご発表頂

き、最先端の研究をじっくりと勉強する時間を設け

た。特にSchrock 教授のご発表では、ノーベル賞

につながる最初の研究成果を発見した当初の実験ノ

ートを示しながら、予期しない構造でありながらも、

その証拠を集めながら化学構造を明らかにしていく

過程をご紹介いただいた。大きな発見につながる過

程を丁寧にお話しいただき、参加者の多くが熱心に

耳を傾けていた。本講演会には化学系の学部学生も

多数参加しており、学生実験の際に指導される実験

ノートの重要性、を再確認できる素晴らしい機会で

あったのではないかと感じられた。二名の先生の講

演の間には、工学研究科、基礎工学研究科の化学系

から選ばれた四名の博士後期課程の学生の発表があ

り、それぞれ、緊張の面持ちながらも自身の日々の

研究成果について、堂々と説明を行っていた。どの

学生の発表に対しても、Schrock教授からはそれぞ

れ質問を頂き、同じ化学の研究を行っている者とし

ての視点から研究内容の議論をできたことは、それ

ぞれの学生の発表者にとって、大きな励みになった

のではないかと思われる。

　第二回は 7月 19 日に吹田キャンパス銀杏会館 3

階ホールにてGrubbs教授、また、有機合成の分野

において素晴らしい研究成果を発表されている

Fürstner教授をお招きして研究交流会を開催した。
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棚橋宏将さんの発表風景

Grubbs教授、Fürstner教授とともに研究発表を行った四名の学生。
左から、真川敦嗣さん、衣田裕孝さん、Grubbs教授、Fürstner教授、稲本佳寛さん、福本和貴さん。

　

第二回では四名の工学研究科博士後期課程の学生が

日々の研究成果を発表し、発表中の質疑応答のみな

らず、休憩中においても両先生との活発な議論が交

わされた。研究ディスカッションの相手がノーベル

賞を受賞した先生、ということでも臆することなく

自分の考えを伝え、コメントを頂きながら発表して

いる光景や、休憩中に積極的に話しかけて研究に対

する姿勢や考え方などを学ぼうとする姿など、非常

に積極的な学生の様子があちこちに見られた。

３．交流会にて研究発表を行った学生の声

　－第一回（7月 12日）でSchrock 教授の前で発

　表を行った基礎工学研究科博士後期課程二年の棚

　橋宏将さん－

　私は指導教官である真島教授から今回の研究交流

会のお話を頂き、Schrock教授、Copéret 教授の前

で研究発表をさせて頂くことになりました。大学院

に進学して以来、学会やシンポジウムで何度か発表

を行っていましたが、今回はノーベル賞受賞者の前

での発表ということでいつにも増して緊張していま

した。同時に、どのような質問やアドバイスを頂け

るか、自分の研究をどう評価して頂けるだろうかと

期待する気持ちも大きく、非常に楽しみにしていま

した。

　研究発表は緊張しましたが、発表を終始熱心に聞

いてくださった先生方や参加者の皆様のおかげで充

実したものになりました。現在私が行っている研究

分野はSchrock教授、Copéret教授の研究分野と近く、

発表の質疑応答、休憩時間に行ったディスカッショ

ンで多くのご助言を頂きました。先生方のご指摘は

的確で、今後の研究活動を行っていく上で重要な知

見を得ることができました。

　Schrock教授のような世界的に著名な先生と自分

の研究に関してディスカッションさせて頂く機会は

滅多にあるものではありません。分野をリードする

先生方との交流は刺激的で、先生方の深い化学知識

にだけでなく、研究に対する真摯な姿勢にも感銘を

受けました。今回の交流会で得た経験は、今後の研

究活動の大きな励みになります。

４．おわりに

　ノーベル化学賞を受賞した今も第一線で研究を続

けている二名の先生方をお迎えし、講演会として研

究内容をご紹介いただくだけではなく、ノーベル賞

を受賞した研究者の前で本学の学生にも自分の研究
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を大いに発表して議論する機会を設けた。発表する

学生は緊張した面持ちで臨んでいたものの、自身の

日々の研究成果を堂々と英語で発表し、また、ディ

スカッションタイムの先生方からの質問にも自分の

意見で対応するなど、素晴らしい発表の数々であっ

た。また、聴衆として参加していた学生には学部学

生もおり、今後、大阪大学の大学院で研究を進めて

いくことに対しても、大きな励みになったのではな

いかと期待している。最後になりましたが、本研究

会を開催するにあたり、協賛いただきました生産技

術振興協会にこの場を借りて御礼申し上げます。
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